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～４月の生産は大型連休、震災発生、天候といった特殊要因で大きく下振れ～ 
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・ 10日に発表された４月の英国の鉱工業生産（季節調整値）は前月比▲1.7％と大幅な減産を記録した。

発表元の連邦統計局によれば、①ロイヤル・ウェディングと関連の祝日増に伴う工場閉鎖（後述）、

②東日本大震災関連の部品供給難に伴う自動車や機械類の生産抑制（輸送機器は同▲4.0％と大幅減）、

③４月としては観測市場で最も暖かかったことによるエネルギー需要の減少（電気・ガス・水道は同

▲5.0％）、などの特殊要因が大きく影響した模様。 

・ 上記の特殊要因が指数をどの程度下振れしたかの概算は公表されていない。ちなみに、季節調整値を

作成する際に、今回のようにロイヤル・ウェディング関連で祝日が増えた影響は除去されない。連邦

統計局によれば、仮に今回祝日となった金曜日の生産水準が日曜日並みにとどまったと単純に想定し

た場合、それだけで生産水準を3～3.5％程度下押ししてもおかしくない計算となる。現実には他の曜

日に一部生産が振り替えられるなど、影響はこれよりも小さくなった可能性が高い。 

・ ５月の生産は上記の特殊要因の反動により大幅に持ち直すことが予想される。だが、4-6月期がプラス

圏を維持するためには、５・６月平均で前月比＋2.0％以上の増産ペースが必要となる。達成のハード

ルはかなり高く、4-6月期は前期（前期比▲0.1％）に続き２四半期連続の減産となる公算が大きい。 

■英国：鉱工業生産（季節調整値） ■英国：ＧＤＰ成長率と月次ＧＤＰ（前期比）

出所：英国連邦統計局 出所：英国連邦統計局、NIESR
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■英国の鉱工業生産（季節調整済み、前期<月>比、％）

2010 2011 2010 2011
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

鉱工業生産 1.3 1.2 0.2 0.6 -0.1 -0.2 0.5 0.4 0.3 -1.4 0.2 -1.7
鉱業 -0.7 -0.4 -2.6 -4.2 -1.8 -4.8 0.1 -0.7 4.2 -8.1 0.1 -0.4
製造業 1.3 1.7 0.8 1.1 0.7 0.8 0.3 -0.2 0.8 -0.1 0.1 -1.5
電気・ガス・水道 3.4 0.1 -0.1 3.9 -3.5 0.1 1.7 6.3 -6.9 -1.8 0.6 -5.0
石油・ガス採掘 -1.1 -0.7 -2.6 -5.1 -3.0 -5.2 -0.1 -0.8 3.0 -8.2 0.4 -0.3
耐久消費財 -0.4 -1.3 0.5 -2.5 3.5 -1.5 -1.1 3.6 3.9 -3.3 -0.2 0.1
非耐久消費財 1.3 0.8 1.5 -0.8 0.3 -0.2 -0.9 0.3 0.3 -0.5 1.6 -0.6
資本財 2.6 3.0 -0.4 4.3 1.9 2.4 2.1 0.1 0.8 0.7 -0.5 -2.6
中間財 0.7 0.9 -0.2 0.0 -1.4 -1.3 0.9 0.4 -0.1 -2.8 -0.1 -2.0

出所：英国連邦統計局
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